
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年度 
プレミアムこっころカンパニー 

 が 

受賞 し、 殿堂⼊り しまし
た！！ プレミアムこっころカンパニー 

とは、、、 
こっころカンパニー認定時の審査項目と育児
休業や年次有給休暇の取得率、時間外労働の状
況などの実績を合わせ、特に優れている企業を
「プレミアムこっころカンパニー」として認定
し、表彰されます。３回受賞すると殿堂入りに
なります☆ 

あすなろ会の取り組み及び評価事項 

・育児に関すること 

（育児休業制度や育児休業取得者数の状況） 

・所定外労働の状況 

・年次有給休暇の取得状況 

（年次有給休暇以外で有給休暇としている休暇） 

・ワーク・ライフ・バランスに関すること 

（所定外労働を削減するための取り組みや成果、 

休暇取得促進のための取り組みや成果） 

・女性の活躍推進に関すること 

・離職者の状況に関すること 

令和６年１月２４日（水） 島根県庁舎・講堂 
丸山知事・受賞者の懇談の様子 



島 磁 曰 日 薪 聞 令和 6 年(2024 年） 1 月 26 日（金曜日）（ 2) I 

事
例
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シ
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ン

慇

靡臀
ク
ラ
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ピ
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杢
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交
流
図
り
加
入
促
進
へ

C·
で ？ 

-
11

仕
平
産

油扁葛

占
て

し笠れ諏舅
く
りに
取
り
組
ん
で
い
る
以内
の

認定企
染

の

辺

特』
院
て
い

忌り相

な名

符な澤牛

慮す
盃

プレ‘
テ
ム
こっ
こ
ろ
カ
ンパ
ニ
ー、

の表笠応
が
24
日 、

松江殴
町
の
座斤
で
行
われ 、
本

年度は
出
霙
市
の
社
姦
柾
法
人 、
あす
な
ろ

会（
腐一

夫甜
滋0
な
と
10
平

深屯K

丸山｀

也知f
か｝

？裔

哭と
ト

ロ
フィ
ー

が
昭
ら
れ
た 。

さ
れ

たこ
の
中
で
松
江

市
の
大
手
建
設 、
松
江

一
七
建
は 、

胃へ
の
出

叩
祝
い
金

を乳
る子

供
の
数
に
応
じ
てm
額 、

4
人
目
に
対
し
ては
70
方

m

委給
し
て
い
る
こ
と

県根

な
ど
を
紹
介 ．
出
宍
市
の

島

＇
囚
業 、
シ
ー

エ
ス
エ
ー

の
和
田

坐爵
長
は 、
従

子
育
て
し
や
す
い

職

肖
に
付
給
休
暇
の
計
画

熙
幣
に
jJ
を
入
れ
て
的
取
四
を奨
励す
る
と
と

箪
羞
「

箪
ねr
も
に 、

翌

巖
“

百
忍

墨j
と
し
て

纂唇
歪
う
に
す

叫
が
認
定
す
る
制
度
は 、

る
な
ど
使
い
勝干
の
皮
い

2
0
0
7

年
度
か
ら
ス
制
度
に
し
て
い
る
こ
と
を

タ
ー
ト 。

含
児
休
染
制
度

箆
じ
fp

ゃ
年
次
侶
給
体暇
取
邸
率

丸
IIJ
知
事
は
「
女
牲
の

な

どを比
準
に
昨
年
ま
で
力

を侶り
な
く
て
は
市業

に
4
7
5
社
を
認
喝
16
の
紙続
も
知
し
く
なっ
て

閥
か
ら
は 、
こ
の
巾
か
い
る
時
代 。
従
菜
図
の
ラ

為
に
吸
れ
た
企
棠
を
選
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
て

辱
る― '
プ
レ
ミ
ア
ム
こ
っ

さまさまな
取
り
組
み
を

こ
ろ
カ
ン
パ
ニ
ー，

制
度
し
て
お
ら
れ 、
取
り
組
み

も
設
け 、
こ
れ
ま
で
に
37

が
さ
ら
に
広
が

るよう
に

社

が鈷叱玩
て
い
る。

皆

さんが
リ
ー
ド
し
て
ほ

こ
の
El

は
衣
彩
式
の
し
い」
な
ど
と
話
し
て
い

後、

丸山
知
馨
叫
ん
で

芍

恙
談
会
か汀
わ
れ 、
各
車

表彩
さ
れ
た
事菜
所
は

蓋
の
取
り
組
み
が
紹介
次
の
通
り 。
▽
松
江
上
建
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（
松
江
市）
▽
社
会
囮祉

表
彰
式
の
後 、
丸
山
知
亭
法
人
吾
郷
会
（
美
郷
町）

を
回
ん
で
記
念
写
真
に
応
▽
社
会
区
療
法
人
日
林
会

•Li＝ー

じ
る
西係
者
ら
11

24
日 、

（
安
来
市）
＞
即
火
イ
ン

し

松ヰ品
町
の

屈符
苧�

フ
ラ
プ
ロ
テ
ク
ト

株
式
会
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ラ
ス
と 、
安
来
節
保
存
会
だ
け
で
な
く 、
高
齢
者
ク

瑚
唆文
部
に
よ
る
叩
と“→i
ラ
プ
の
活
勁
が 、
こ
の
池

味
綜
の
上
演
もあ
り 、
来
に
住
ん
で
良
か
っ

た、
と

欝
ら
が
四
買
し
楽
し
ん
忠
うよ
う
な
きっ
か
け
に

ぢ

なれ
ば」
と
迩べ
た。

原 、
「
念

円Zg

鳳
か
ら ｀
歩
も
出
す 、
読
C
辛丙

登
も
の
で
時
閻
を
つ
ぶ
し
な》

時沢
反
人
た
ち
が
屯
話
を
寄

こ
す 。
初
菜
を
交
わ
すだ
け
で

安
心
す
る
か
ら
不
思
誼
な
も
の

だ

ぶ細
約

闊

ど岩っ

た。
縁
側
か
ら
臨
を
の
ぞ
く
と

烏
が
2

羽 、
元
気
に
飛
び
回っ

て
い
否
今
年
の
5
は 、
こ
れ

で

位笑条
の
か
も
し
れ
な
い 。

そ
ん
な
氣
が
し
芍
◎
匹
が

叩
れ
たら 、
街
に
出
て
み
よ
う

と
思
う 。
月
に
1 、
2

度 、
本

社
（
松
江
市）
▽
椋
式会

は
シ
ー

エ
ス
エ
ー

（
出而1

tli)
▽
ア
イ
カ
ム
株
式企

社
（
松
江
rli)
▽
株
式会

吐
ト
レ
ン
ド

（
訟江
市）

▽
祉

＾岱拙
朕
人
あ
す
な

ろ
会
（
出
宰
市）
▽
椀
式

会社

紐鬼（

松江市）

▽
株
式
会辻
イ
ー

ウェ
ル

（

松甜）

朦
へ
出
か
け
る
の
が
楽
し
み
に

な
っ

ぢ
注
文
し
た
本
が
届
く

のfく
わ
く
わ
く
し
て
待っ
て

い
る
ア
マ
ゾ
ン
な
ん
か
に
は

顆
男
ぃ 。
小
生 、
本
屋
が
大

野
さ
な
の
で
嚢 。
炉
近
の
木

唇
に
は 、

廃企
ル
ー

ム
ま
で
あ

る
か
をつ
れし
い
の
芍
届
い

た
ば
か
り
の
本
を
開
い
て
コ
ー

ヒ
ー

を
す
す
る
時
に 、
一
種
の

県
内
各
所
で
積
雪

兄合
わ
せ
午
絞
2

時
30

分
以
降
述
転
再
開。

出雲

樅
山
駅
＼

仰
後
落
合
駅
問

で
始
発か
ら
終
n
渾
転
取

苓
め
芍

虹
立
学
校
は
憫
報
科

学 、
松
江
了
菜
な
ど
4

佼

が

休校、
松
汀
北
高
な
ど

3
校
が
始
菜
時
間
を
50
分

紐
邸
内は
24
El
か
ら
25
日
に
か
け激
し
く
翫
が
降っ
芍
各
地
の
旗
匹
は

(
25

且涵
3

賢）

松江
27
唸 、
斐
川
比令 、
懲B
36
お 、
赤
名
蒋v
瑞

か
ら
2

時
脚遥
ら
せ
た。

市
町
村
立学
校
で
ぱ
松
江

市 、
安

来市 、
零
南
市
な

幾
袴
簗
騎、

蒻罰ン
危っヤP

交
通
に
も
影
四
が
で
は

始発
か
ら
運
転を
見
合
2

時
05
分
発

15
弓
か
ど
で
38
校
が
休
校 。
5

校

ャP
J
R
の
特
急
や
く
も
ゎ
辻
上
り
は
出
空
市
駅＿
ら

覇
喬
哨

委線
が
始
時
即
嘉

怠

午
前
11
時
34
分
発
の
16
は 、
木
次
啄
ー

出
蕊
曲
m

な
ど
し
た3

咬
ド

り
は
岡
山
駅
午
後
訳
閻
で
始
発
か
ろ
迎
転
を

―
-
9
目 ..
 J―11

\tm'
信
g

交
通
に
乱
れ

「
プ
レ
ミ
ア
ム
こ
っ
こ
ろ
カ
ン
パ
ニ
ー」

評
で
「

醤
分
担
も
さ
れ
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t
;
:-
:-9̂
‘
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幸
福
感
に
満
た
さ
れ
る
よ
う

尽
◎
4
荏
目
の
孫が 、
出t{

空
泡
か
ら

g話を寄
こ
し
た3

蓋

のため娯

に芝
ら
し

い 。

半由祀
以
上
も
前
の
こ
と

を
忠
い
出
た。
あ
の時
もgi

が
降っ
て
い
た。
も
ち
ろ
ん 、

こ
ち
ら
は

飛行機
で
は
な
く
夜

行
列
車
だ
っ

た 。
き
っ
と 、
孫

も
行
舒
の
苦
い
味
を
か
み
し
め

な
が
ら
向
かっ
た
に
ち
が
い
な

い 。
降
え忍町
が 、
加
い
始
め
て

い
る。

明日
に
ほ
百
空
がE~

ゑ
0

象もし
投
侠い 。
(
K)

ヽ 心 ℃拿書 2024年（令和6 年） 1 月 25日（木躍日）

井恨やよ
の県教う教
隠海育と育
岐士閲 ‘ の
島町係プ魅

三：］］］

与 叶 多ド 鳳坦■駈． ti 20

済
生
会
江
津
に
介
護
瞑
諏
院

子
育
て
し
や
す
い
職
塩
づ
く
彰
を
受
け
た
10
の
企
業・
団
体一
休
暇
取
得
の
促
進
や 、
サ
ー

ビ

り
に
取
り
組
む
企
業
な
ど
を
島
が
さ
ら
な
る
職
楊
環
境
の
改
笞
ス
残
業
を
な
く
す
取
り
組
み
が

根
県
が
表
彰
す
る

ヲ
レ
ミ
ア
に
向
け
誓
い
を
新
た
に
し
た。

評
価
さ
れ
た 。
吉
川
栄
二
事
器

ム
こ
っ
こ
ろ
カ
ン
パ
ニ
ー」

の

県
は
2
0
0
7
年
度
か
ら
子
長(
60)
は
「
引
き
続
き
職
員
の

表
彰
式
が
24
曰 、
松
江
市
殿
町
育
て
と
仕
平
の
両
立
に
取
り
組
満
足
の
追
求
に
取
リ
組
む」
と

の
栗
庁
で
あ
っ
た 。
県
内
の
建
む
企
業
や
団
体
を
「
こ
っ
こ
ろ
話
し
た 。

（
原
暁）

設
業
や
社
会
福
祉
法
人
な
ど
表
カ
ン
パ
ニ
ー」
と
し
て
認
定
し 、

こ
の
ほ
か
表
彰
を
受
け
た
企

現
在
4
7
5

社
に
上
る。
育
児
業 、
団
体
は
次
の
通
り 。

休
業
取
得
率
の
実
績
や
職
員
に

松
江
土
建
（
松
江
市）
▽
呂
林

会
（
安
来
市）
▽
極
東
イ
ン
フ
ラ

休
暇
取
得
を
促
す
取
り
組
み
な

プ
ロ
テ
ク
ト

（
松
江
市）
＞
シ
ー

ど
を
評
価
し 、
特
に
儀
れ
た
10

エ
ス
エ
ー

（
出
雲
市）
▽
ア
イ
カ

社・
団
体
を
プ
レ
ミ
ア
ム
と
し
ム
（
松
江
市）
▽
ト
レ
ン
ド（

同）

▽
あ
す
な
ろ
会
（
出
雲
市）
▽
建

て
表
彰
し
て
い
る 。

新
化
工
（
松
江
市）
▽
イ
ー

ウH

表
彰
式
で
丸
山
迂
也
知
事
が
ル
E
_
S
P
a
c
e
松
江
（
同）根

蓋
団
体
の
代
表
者
に
表
彰
状

］島

と
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
授
与。
3
回

ホ巾
長
の
一

日

目
の
受
賞
と
な
っ
た
社
会
福
祉

［

法
人
吾
郷
会
（
美
郷
町
滝
原）

（
24
曰）

は 、
子
ど
も
の
誕
生
日
や
ボ
ラ

＾
松
江＞
午
前 、
ニ
ュ
ーオ
ー

リ

ン
ズ
市
のラ
ト
ー

ヤ・
カ
ン
トレ

ル
市

長 、
ジ
ャ
パ
ン・
ソ
サ
H

ティ・
ニ
ュ

ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
の
た
め
の

ー

ー
オ
ーリン

ズ
のマ
イ
ク・
タ
ー

ナ
ー

い
う 。
地
迫
な
取
り
組
み
の
現
会
畏
ら
（
ウ
H

プ
回
会）

。
内
部
協
議 。

場
に
触
れ 、
国
民
の
関
心
の
高

ま
り
を
願
っ
た 。

「
嵐
棗

謳社｛
蓋祉

目―.

八
俣
送
信
所
で
は 、
特
定
失

踪
者
問
頷
調
査
会
が
2

0
0

5

伍
憬
濡
霞
還

年
か
ら
毎
日 、
拉
致
被
害
者
ら

（
敬
称
略）

に
希
望
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

【
本
社】
三
烏
忠
美
子
（
松
江

短
波
放
送
「
し
お
か
ぜj
で
救

市
北
堀
町）
1

万
円
▽
島
根
県
水

永
里
盟
全
国
J
3
こ
昏
季
k
永
税

記
念
写
頁
に
納
ま
る
代
表
者
ら

11
松
江
市
殿
町 、
烏
浪
梨
庁

高
校
生
ら
探
究
学
習
体
験

ブ
ー
タ
ン
か
ら
海
士
視
察

ざ
ん
い
ん
ワ
イ
ト

悶9t.廣
江

咲
希

（
淀
江
小
6
年）

鳥
取
県
立
高
特
色
入
試

し 、
烏
取
中
央
育
英
が
減
ら
し

た 。
定
時
制
は
23
年
度
と
同

志
願
受
け
付
け
始
ま
る

じ
18
人
を
打
集
す
る 。
試
験
日

2
0
2
4
年
度
鳥
取
県
立
高
は
2
月
1

日 、
合
格
発
表
は
同

校
特
色
入
試
の
志
願
受
け
付
け
8
日 。

が
24

日 、
対
象
と
な
る
全
日
制

特
色
入
試
は 、
高
校
側
か
ら

20
校
41

科
4
コ
ー

ス
と
定
時
制
示
さ
れ
る
「
目
指
す
教
育」
や

ー
校
1

科
で
始
ま
っ
た 。
25
日
「
求
め
る
生
徒
像」
に
基
づ
き

正
午
が
締
め
切
り 。

自
己
推
隅
の
形
で
受
験
す
る 。

全
日
制
は
23
年
度
比
1

人
増
中
学
校
の
推
薦
が
必
要
な
推
臆

【
小
学
1
年
生】
最
優
秀
雹

の
計
8
7
6
人
を
募
集
す
る 。

入
試
を
廃
止
し 、
23
年
度
に
導

戸
疇
丘

太
紅
[
戸
5
配
5
正
『

八
頭
と
含
吉
東
が
人
数
を
増
や
入
し
た 。

▽
優
良
賞
渡
部
鷹＿
（
飯
南・

頓
原）[

小
学
2
年
生】
晟
優
秀
宮

松
尾
珠
乃
莉
（
大
田・
志
学）
＞

優
秀
賞
田
中
愛
絆（
浜
田・
旭）

▽
優
良
賞
山
下
頁
世
（
出
雲・

四
絡）

子
育
て
応
援
企
業
を
表
彰

島
根
県
が
10
社・
団
体

し
ま
ね
メ

：―

小

Ii

入
賞
者、
受
賞i
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